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地
区
の
歴
史
は
古
く
、
永
利
郷
土
史
に
よ
れ
ば

１
１
４
７
年
に
伴ば

ん
し
ん
ぼ
う
い
り

伸
房
入
来き

院い
ん

弁べ
ん
ざ
い
べ
っ
と
う

済
別
当
が
旧

薩
摩
郡
山
田
村
の
地
頭
と
な
っ
た
記
録
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
島
津
氏
が
勢
力
を
伸

ば
し
て
高
牧
岡
に
陣
を
敷
き
、
渋
谷
氏
一
族
を
平

定
す
る
の
に
３
年
の
年
月
を
要
し
た
の
は
総
州

家
七
代
島し

ま

津づ

伊こ
れ
ひ
さ久
で
し
た
。
地
区
内
に
永
利
城
と

上
野
城
の
城
跡
が
あ
り
、
永
利
城
に
は
碇い

か
り

山や
ま

城
か

ら
移
住
し
た
島し

ま

津づ

忠た
だ
と
も朝
が
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

１
４
１
９
年
、
戦
い
に
敗
れ
て
隈
之
城
の
二
福
城

に
退
去
し
ま
し
た
。
ま
た
、
薩
摩
氏
が
支
配
し
た

上
野
城
は
、
入
来
院
氏
と
島
津
氏
が
４
回
も
攻
防

を
繰
り
返
し
、
今
も
古
戦
場
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
遺
跡（
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
）も
29

個
所
あ
り
、
山
神
な
ど
由
緒
あ
る
神
社
が
多
く
、

国
指
定
天
然
記
念
物
の
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
、
市
指
定

史
跡
の
上
野
氏
三
代
の
墓
、
廃
寺
、
城
跡
、
墓
跡

な
ど
の
重
要
な
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
歴
史
あ
る
郷
土
を
ふ
る
さ
と
探
訪
で
次
世
代

へ
伝
承
し
た
い
も
の
で
す
。

■問合先　永利地区コミュニティ協議会　　　■所在地　〒 895-0007　百次町 1086-1　 ･ 0996（23）5806

歴
史
・
文
化
財

第 30 回

緑
織
り
成
す
山
す
そ
に
広
が
る
田
園
風

景
と
静
か
な
住
宅
環
境
の
中
で
、
全
住

民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
と
と
も
に
、

夢
と
希
望
に
満
ち
た
文
化
と
福
祉
の
古

里
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

永
利
地
区
は
、
28
自
治
会
で
１
５
３
９
世
帯
、

人
口
６
０
６
９
人
で
構
成
さ
れ
、
高
齢
化
率
は

21
・
６
％
で
す
。
市
街
地
か
ら
約
４
㎞
の
南
東
部

に
位
置
し
、
寺
山
公
園
や
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
え
る
日ひ

笠が
さ
や
ま山
が
あ
り
、
そ
の
麓
に
は
豊
か
な
自

然
と
住
宅
地
帯
に
包
ま
れ
る
よ
う
に
市
総
合
福

祉
会
館
や
市
民
病
院
な
ど
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

県
道
川
内
加
治
木
線
沿
い
に
は
大
型
商
業
施
設

な
ど
が
立
ち
並
び
、
郊
外
型
の
都
市
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
プ
ロ
野
球
で
活
躍
中
の
木
佐
貫
洋
投
手

の
実
家
や
練
習
で
走
っ
て
い
た
道
路｢

木
佐
貫
ロ

ー
ド｣

も
あ
り
、
看
板
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
南

部
に
は
県
道
川
内
郡
山
線
が
北
か
ら
南
に
縦
貫

し
、
い
ち
き
串
木
野
市
と
の
境
に
あ
る
冠

か
ん
む
り
だ
け嶽
山
系

の
山
す
そ
に
は
美
し
い
田
園
地
帯
が
開
け
、
台
地

に
は
住
宅
地
や
農
耕
地
が
開
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
部
に
は
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
小
学
校
、
保
育
園
、
各
種
福
祉
施
設
な

ど
が
立
地
し
て
お
り
、
周
辺
は
住
宅
も
多
く
宅
地

開
発
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の｢

夢
と

希
望
に
満
ち
た
文
化
と
福
祉
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り｣

を
目
指
し
た
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

自
治
会
単
位
で
の
奉
仕
作
業
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
日
笠
山
展
望
所
の
整
備
、
夏
祭
り
、
運
動
会
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
、
日
笠
山
駅
伝
大
会
、
世
代

間
交
流
事
業
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
や
18
の
自

主
学
級
の
開
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
Ｅ
Ｍ

（
有
効
微
生
物
群
）を
利
用
し
た
活
動
で
、
家
庭
の

生
ご
み
の
堆た

い

肥ひ

化
や
廃
油
せ
っ
け
ん
作
り
、
高
牧

用
水
地
の
水
質
改
善
を
目
指
し
て
、
小
学
校
児
童

と
一
緒
に
土
団
子
を
作
り
、
活
性
液
と
と
も
に
投

入
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
球
環

境
を
守
る
活
動
を
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

〜 

川
内
地
域
永
利
地
区
編 

〜

〜 

川
内
地
域
永
利
地
区
編 

〜

木こ

ば場　

伸の
ぶ
や
す泰 

さ
ん

山や
ま
ぐ
ち口 

麻ま

利り

子こ 

さ
ん

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
長

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
副
会
長

永利地区は緑に囲まれた静かな住環
境で、車で 10 分以内で日常的な買
い物もでき、また地域の目が子ども
たちの安全を見守っています。

忌まわしい事件が多発している昨今、
子どもから高齢者までが安全・安心
に暮らせる町でありたいと心から願
っています。

折お
り
ぐ
ち口　

数か
ず

磨ま 

さ
ん

愛あ
い
こ
う甲　

警け
い

司じ 

さ
ん

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
副
会
長

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
副
会
長

日笠山のアジサイ植樹もなかなか難
しい状況ですが、地区民の協力の下、
頑張っています。また、ＥＭ栽培で
食の安全に取り組んでいます。

スクールガードとして、子どもたち
が安心して登下校できるように見て
いますが、子どもたちのあいさつや
行動から元気をもらっています。

上野氏三代忠真の墓。ここだけ、時間がゆっくりと流れているようです。

子どもたちとＥＭ土団子を作り高牧池に投入し水質浄化を試みています。

国指定の天然記念
物｢オガタマノキ｣。

樹齢は約 800 年と
いわれています。

日笠山は地区のシ
ンボルであり、わ

たしたちのふるさ
とそのものです。

保健センターで実施する保健事業
地 域 月　日 時　間 内　　容

川 内

７/22(火)
９:00 〜９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00〜11:30 健 康 相 談（ 成 人 ・ 母 子 ）

７/29(火)
９:00 〜９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00〜11:30 健 康 相 談（ 成 人 ・ 母 子 ）

多
重
債
務
は

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

【
相
談
に
よ
り
解
決
し
た
事
例
】

　

平
成
13
年
に
30
万
円
を
借
り
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
そ
の
後
借
り
て
は

返
す
自
転
車
操
業
に
陥
っ
た
Ｅ
さ
ん

は
、
気
が
付
け
ば
４
社
か
ら
２
５
０

万
円
の
債
務
額
で
、
月
々
の
返
済
は

11
万
円
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｅ
さ
ん
は
、
思
い
切
っ
て
市
役
所

の
相
談
窓
口
へ
電
話
を
掛
け
、
出
向

き
ま
し
た
。
相
談
室
で
債
務
の
状
況

に
つ
い
て
聴
き
取
り
の
後
、
司
法
書

士
を
紹
介
さ
れ
、「
任
意
整
理
」で
処

理
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
５
０
万
円
の
債
務

が
１
４
０
万
円
に
減
額
さ
れ
、
月
々

２
万
５
０
０
０
円
を
返
済
し
、
５
年

間
で
完
済
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
長
い
間
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
、

市
役
所
へ
電
話
し
た
日
か
ら
解
決
に

向
か
い
、
す
べ
て
が
良
い
方
へ
向
か

う
よ
う
だ
」と
明
る
い
声
で
、
相
談

窓
口
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
早
め
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
市
民
課
総
合
相
談

Ｇ（
内
線
２
５
７
１･

２
５
７
２
）

心
配
ご
と
相
談
所

　

総
合
福
祉
会
館
で
次
の
通
り
相
談

に
応
じ
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
財
産
・
登
記
相
談
＝
８
月
８
日

　
（
金
）13
時
30
分
～
16
時
30
分

▼
法
律
相
談（
予
約
が
必
要
）＝
８
月

　

15
日（
金
）13
時
30
分
～
16
時
30
分

【
問
合
先
】＝
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

０
９
９
６（
２
２
）２
３
５
５

行
政
書
士
に
よ
る無

料
相
談

【
時
】＝
７
月
19
日（
土
）・
８
月
２
日

（
土
）の
各
10
時
～
15
時

【
所
】＝
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
川
内
店
２

階
会
議
室（
矢
倉
町
）

【
内
容
】＝
相
続
、
贈
与
、
遺
言
、
金

銭
貸
借
等
契
約
全
般
、
成
年
後
見
、

財
産
管
理
、
離
婚
、
交
通
事
故
等
損

害
保
険
請
求
、
行
政
手
続
全
般
支
援

＊
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
予
約
・
問
合
先
】＝
行
政
書
士
民
事

法
務
研
究
会
事
務
局

０
９
９（
２
５
３
）０
９
１
１

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
の
周
年
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。防
疫
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼
鳥
類
な
ど
を
飼
育
し
て
い
る
方
は
、

　

清
潔
な
状
態
で
飼
育
し
て
く
だ
さ

　

い
。
万
一
、
排
せ
つ
物
に
触
れ
た

　

場
合
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
徹

　

底
し
、
感
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
一
度
に
複
数
の
鳥
が
死
ん
で
い
る

　

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼�

今
後
の
防
疫
対
策
の
資
料
と
し
ま

す
の
で
、
鳥
類
を
少
数
飼
育（
例

＝
イ
ン
コ
１
羽
以
上
・
鶏
50
羽

ま
で
）し
て
い
る
方
は
７
月
31
日

（
木
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】＝

▼
本
庁
畜
産
課（
内
線
４
２
３
２
）ま

　

た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

メ
ジ
ロ
飼
育
の
注
意

　

野
鳥
は
、法
律
で
保
護
さ
れ
て
お

り
、メ
ジ
ロ
の
飼
養
許
可
は
、各
世
帯

１
羽
で
す
。メ
ジ
ロ
を
愛
が
ん
用
と

し
て
捕
獲
、飼
育
す
る
場
合
は
、必
ず

許
可
や
登
録
を
受
け
、違
法
な
捕
獲

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
登
録
手
数
料
・
更
新
手
数
料
】＝

３
４
０
０
円

【
申
請
・
問
合
先
】＝
本
庁
林
務
水
産

課
林
業
振
興
Ｇ（
内
線
４
２
６
１
）ま

た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

川
内
駅
周
辺
地
区

土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
選
挙

【
選
挙
期
日
】＝
９
月
21
日（
日
）

【
選
挙
人
名
簿
縦
覧
日
】＝
７
月
31
日

（
木
）～
８
月
13
日（
水
）８
時
30
分
～

17
時
15
分

【
選
挙
人
名
簿
縦
覧
場
所
】＝
本
庁
３

階
都
市
計
画
課

【
対
象
】＝
施
行
地
区
内
の
土
地
所
有

者
ま
た
は
借
地
権
者

＊
土
地
の
共
有
者
ま
た
は
所
有
者
本

　

人
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
市

　

に
対
し
て
８
月
26
日（
火
）ま
で
に

　

代
表
者
を
選
任
し
て
届
け
出
を
し

　

な
け
れ
ば
、
選
挙
権
・
被
選
挙
権

　

を
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
都
市
計
画
課
区
画

整
理
Ｇ（
内
線
３
４
３
２
）

「
街
愛
サ
ロ
ン
」が

移
転
し
ま
し
た

　

無
料
休
憩
所「
街
愛
サ
ロ
ン
」が
、

新
た
に
荷
物
一
時
預
か
り
機
能
な
ど

が
充
実
し
、「
ま
ち
あ
い
サ
ロ
ン
」と

し
て
、国
道
３
号
川
内
山
形
屋
向
か

い
の
バ
ス
停
前
に
移
転
し
ま
し
た
。

【
問
合
先
】＝

▼
本
庁
商
工
振
興
課
商
工
振
興
Ｇ  

　

 （
内
線
４
３
３
１
）

▼
㈱
ま
ち
づ
く
り
薩
摩
川
内

　

０
９
９
６（
２
７
）６
７
５
８

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の

義
援
金
を
受
け
付
け
中

　

６
月
14
日
に
発
生
し
た
地
震
の
被

災
者
に
対
し
、皆
さ
ま
か
ら
の
善
意

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
受
付
日
】＝
７
月
31
日（
木
）ま
で
の

９
時
～
17
時

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

【
所
】＝
本
庁
２
階
総
合
案
内
横
お
よ

び
各
支
所
市
民
福
祉
課

【
問
合
先
】＝
本
庁
福
祉
課
福
祉
Ｇ

（
内
線
２
１
２
１
）

そ
の
他

今年も楽しみ！１等・前後賞
　合わせて ２等

サマージャンボ宝くじ
2008年　市町村振興宝くじ

発売期間 抽せん日7/14月〜８/１金 8/12火

【問合先】本庁財政課財政G（内線 4732）

　この宝くじの収益金は、市町村が行う公共事業などの資金として、
明るく住みよいまちづくりのために使われています。
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